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１．はじめに  

 昨今都市の衰退や活力の低下が課題となっている．地方だけでなく大都市部の都心エリアにおいても，いかに人

の流れを呼ぶのかという議論が，都市の回遊性の向上に解決に求められるようになっている．例えば東京都の新宿

駅周辺では，ガイドライン 1)により，商業文化などの集積による多様な魅力を備え回遊性のある観光・交流拠点を

形成する目標が建てられている．このような多様な目的を持つ来街者の行動を分析し，それに応じた地域の整備方

針は，成熟社会における機能更新のモデルとなり，東京の都市力向上に大きく寄与すると考えられる．また，災害

時の対応においても，どこにどういった来街者がどの時間帯にいるのかを知ることは重要である．そこで本研究で

は，時空間的に回遊行動を再現するために，新宿駅を対象として，駅に到着してから，時間の経過とともにいくつ

かの施設を訪問し駅周辺を出るという回遊行動を仮定し，その行動を説明する回遊継続終了モデルと滞在時間モデ

ルのパラメータを推定するものである． 

２．対象地域の概況 

本研究では，対象エリアを新宿区まちづくり長期計画のまちづくり戦略プラン 2)を参考にし，新宿駅西口，新宿

駅東口，新宿駅南口と歌舞伎町エリアに分割した．各地区の特性は，西口エリアは，百貨店が多く，周辺居住者と

就業者の日常を支える日用品店や飲食店が集まっている．東口では複合施設が比較的多く，商業・娯楽拠点幅広い

ニーズに対応し網羅的な商業が展開している．また，エンターテイメント機能を持つ歌舞伎町エリアなど各エリア

の特徴が新宿区まちづくり長期計画 2)に記載されている． 

3．回遊モデルの推定 

本研究では，H30 東京都市圏パーソントリップ調査データ

を使用する．具体的に，対象エリアにある鉄道駅から降車し，

このエリアを出るまで徒歩で移動した個人(666 トリップ)を

抽出した．図 1 に回遊モデルの概要を示す． 来街者は回遊を

継続するか，継続するとどのエリアを選択するかという段階

的な二層構造モデルを想定する．レベル２の目的エリア選択

モデルでは，エリア間の移動コスト．店舗集積度に関するも

のを説明変数として導入する上で，街路ネットワークの特性に基づく指標を用いた． 

本稿では，地域特性として通常の店舗数等の変数に追加して，地区の街路経常変数としてネットワーク媒介中心

性に着目する．街路ネットワーク構築には ArcMap10.6，中心性計算には Gephi ソフトを使用して媒介中心性を推定

した．媒介中心性とは 3)，ある点が，他の 2 点間を結ぶ最短経路上にあるほど，中心性が高いとする考え方である．

媒介中心性が高いところは，他の地点間の最短経路上に位置している頻度が高いので，比較的に立ち寄りやすい地

点であると言える．図 2 より，靖国通りや新宿駅付近にある甲州街道通りなどのところが媒介中心性が高い値が示

めしている．各エリアの中心性はエリアにあるノードの媒介中心性の平均値を用いる．表 1 にエリア媒介中心性の

最大値と平均値を示す． 

表 2 にレベル 1 の回遊終了・継続の選択モデルの推定結果を示す．尤度比がおおむね高く，モデルの適合度は高

い．回遊終了の効用関数には，到着時間帯 18 時ダミー，年齢 50 歳以上ダミー，駅からの距離を説明変数として導

入している．結果から，駅からの距離に関して𝑡値が低いが，到着時間 18 時台，年齢 50 歳以上であれば，回遊を終 
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了しやすいことが分かった．回遊継続の場合到着時間 11 時台ダミーを導入し，回遊する傾向が高いという結果が示

された．また，紙面の都合上レベル 2 の目的エリア選択モデルの結果を示していないが，そこでは各エリア媒介中

心性の平均値，店舗集積度などに関して t 値が低く，目的エリアの平均値としては有意な影響を見出していない． 

 

4．滞在時間モデルの推定 

 各店舗における滞在時間を求めるために，目的地に訪問した時刻から時間𝑡の経過と共に減少する滞在者の生存

確率を生存関数のワイブル分布を表現した．表 3 より，性別ダミーの𝑝値が高いが，到着時刻と年齢は統計的に有意

であり，符号は負のことから，到着時刻が遅い，年齢が高いほど，滞在時間が長くなる．既存研究 4)5)の多くは，到

着時刻早いほど，滞在時間が短くなるという結論が示されているが，新宿周辺ではその逆になっている理由は，夜

の街の魅力が大きいことと，退勤してから駅周辺寄ったサンプル数が多く存在しているためと考えられる．また，

同行者あり，目的食事社交,自宅から出発の符号は正であり，これらの場合は滞在時間が長くなることが分かる． 

5．今後の展望 

新宿駅周辺来街者の滞在時間に影響する要因を明らかにした．また，想定した回遊行動モデルは，回遊継続・終

了選択と，回遊継続の場合エリア選択という二層構造となる．モデルにエリアごとの店舗密度，面積，媒介中心性

の平均値，エリア間の距離を説明変数として導入したが，有意な値が見られなかった．媒介中心性の平均値につい

ては，エリア外側境界の値が小さく計算してしまったことやエリアの分けが原因であると考えられる．バッファの

設定やエリアの分けによって改善する余地がある．また退勤してから駅周辺に寄ったトリップが多く存在するため，

このような仕事する人は一日中時間の制約で行動するから，ほかの行動モデルを用いる必要があると考えられる． 
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